謂 文化 性が 稀薄で あ つたと いふ 感じが する。 これ はな 

ぜ かと 云へば、 文化 を 奨励し なかった とか、 演劇 や 映 

画の 検閲に 確乎たる 方針がなかった とかい ふことば か 

りで はない。 寧ろ さう いふ ことよりも、 国民生活の 実 

体 を 支配す る 政治力と いふ ものが、 文化の 真の 姿 を 反 

映す る 精神的 高さに 欠ける ところがあった ためだと 思 

はれる。 精神的な 高さと は、 これ また、 徒らに、 精神 

主義 を 標榜す る ことで はなく、 修身 講話と 大臣の 声明 

と を 混 <! 口す る， j とで もない。 

ところで、 こんな こと を、 今更、 われわれ はなん と 

云っても しかたがな いので ある。 被治者と しての 国民 



学問 も 芸術 も、 これで は 伸びる わけが なく、 日常 生 

活も、 これで は 豊かになる 道理がない。 

われわれ は、 さう 云へば、 まったく、 実力 以下の こ 

としかして ゐ ない 国民に なって しまって ゐ るので ある _ 

本 学 (慶応 義塾) の 井汲 教授 は 私 を 本日 こゝへ 引つ 

張り だしに 来た 時、 私に かう いふ 話 をして 聞かせた の 

である。 

巴 里の 図書館へ 日本の 一 留学生が 訪ねて 来て、 研究 

のた めだか ら筆 写本 の 写真 を 撮ら せて 貰 ひたいと 申込 

んだ。 すると 図書館の 係りの 者が、 「日本で はいった 

いこの 筆写 本の 写真が 何枚 いるの だ」 と 尋ねた さう で 



三十 代 四十 代の 人間 は、 少し は 見込みが ある。 しか 

し、 もう 既に、 齢 人生の 半ば を 過ぎれば、 習慣と いふ 

ものが どうしても 身に ついて しま ふ。 いくら 習慣 を 払 

ひのけた つもりで も、 どうかす ると、 ひょっこり それ 

が 顔 を 出して、 全く 新しい 性格 を 作り あげる とい ふこ 

と は 至難の 業で ある。 た、 V、 い、 ところ は、 さう いふ 

努力 を 試み 得る こと、、 それによ つて いくらか でも 次 

の 時代 を 支配し 得る とい ふこと である。 

さて、 二十代 十代と いふの は、 これ はま だ 自分 さへ 

しっかりして ゐれ ば、 どうに でもなる 年で ある。 

新体制と いふ 看板 を かゝげ ながら、 われわれの 世代 



では 完成し 得ない に 違 ひない 国民的 新 文化の 基礎 を、 

大 いなる 夢と 若い 力と を もつ 諸君の 手に われわれ は托 

する ので ある。 (昭和 十五 年 十一月) 
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